























































推移と環境の関係｣, p 26,山漁村文化協会, 1995.























｢家庭のテレビ on 時間｣ であった (付表１)。
調査票は, 児童が家庭に持ち帰り, 保護者が
記入し, 児童が学校へ提出した。






人) であり, その内訳は, １年生：男90人 女
76人 ２年生：男82人 女74人 ３年生：男73人
女70人 ４年生：男67人 女56人 ５年生：男57













力が ｢1.0未満｣ は18.5％ (152眼), 左目視力
が ｢1.0未満｣ は20.7％ (170眼)であった。
また, 右目視力, 左目視力ともに ｢1.0以上｣






















1.0以上 0.9～0.7 0.6～0.3 0.2以下
5) ｢３７０方式｣ は, 平成４年の学校保健法の改
正により, スクリーニングの目的にあった合理的
な方法として導入された。｢1.0」と｢0.7｣ と｢0.3｣
の視標を見せ, ｢1.0｣が判別できれば ｢Ａ｣, 引き
続き, 判別不可の子どもに ｢0.7｣ の視標を見せ,
判別できれば ｢Ｂ｣, さらに, 判別不可の子ども
に ｢0.3｣ の視標を見せ, 判別できれば ｢Ｃ｣, で
きない子どもは｢Ｄ｣とする。すなわち, Ａは視力













は左目視力も ｢0.6～0.3｣ が, 右目視力が ｢0.3
未満｣ は左目視力も ｢0.3未満」が最も多くな
っていた (p＜0.001)。
気になるのは, 片眼視力が ｢1.0以上｣ にも
かかわらず, もう一方の視力が ｢0.6～0.3｣ の






５ (左目) に示した。まず, 右目の検査結果に
よると, １年生は ｢1.0以上｣ が最多で92.6％
(151眼), ６年生が最少の63.4％ (71眼) とな
っていた (p＜0.001)。視力結果を数値に置き



































20 30 40 50 60 70 80 90 100
表１ 視力検査結果
左 目
1.0以上 0.9～0.7 0.6～0.3 0.2以下 合 計
右
目
1.0以上 630(76.8) 29( 3.5) 9(1.1) 0( 0) 668( 81.5)
0.9～0.7 15( 1.8) 45( 5.5) 20(2.4) 2(0.2) 82( 10.0)
0.6～0.3 4( 0.5) 12( 1.5) 36(4.4) 7(0.9) 59( 7.2)
0.2以下 1( 0.1) 0( 0) 3(0.4) 7(0.9) 11( 1.3)



























１年生が11.7％ (19人), ２年生が15.0％ (23
人), ３年生が22.5％ (32人), ４年生が31.4％
(38人), ５年生が24.8％ (32人), ６年生が41.1
















ては, 視力 ｢1.0以上｣ は右目・左目とも男子
の方が多い傾向を示していた。しかし, 統計的
に有意な差異ではなかった。視力不良者の割合





全児童の ｢健康状態｣ は, ｢普通｣ が53.9％
(447名), ｢良好｣ が45.9％ (381名),「良くな
い」は0.2％ (２名) であった。次いで, 学年
によって ｢健康状態｣ に違いがあるかを検討し
たが, 統計的に有意な違いは認められなかった。




ての項目では, ｢普通｣が 60.8％ (505名) で最
も多く, 次いで ｢ある方｣ の32.9％ (273名),







でも, ｢普通｣ が最も多く52.4％ (436名), 次
いで「満足」が38.4％ (317名) であり, ｢不満｣
は9.3％ (77名) であった。｢体力の有無｣ との
関連では, ｢体力がある方」のグループは ｢満
足｣ と答えた者が統計的に有意に多く, 逆に,






は, ｢ある｣ と答えたのは36.5％ (302名), ｢な















20 30 40 50 60 70 80 90 100
った。また, 具体的な ｢アレルギー疾患名｣ は,
｢アトピー性皮膚炎｣ が最も多く28.6％ (86名),
次いで, ｢鼻炎｣ が28.2％ (85名), ｢花粉症｣

































平日の ｢家庭学習時間｣ の平均は 1.061±
0.7328時間, 休日のそれは 0.857±0.8741 時間
であった。平日の ｢学習時間｣ の方が若干長く
なっていた (p＜0.001)。




























































































時間, 休日は 2.992±2.3816 時間となっており,
休日に外で ｢遊ぶ時間｣ は平日の約２倍の長さ














一方, 学年別の休日平均 ｢外遊び時間｣ は
(図12), ３年生 (3.2時間), ６年生 (3.1時間),




平日の ｢睡眠時間｣ 平均は 8.794±0.8152 時
間, 休日のそれは 9.165±0.9453 時間で, 休日
の ｢睡眠時間｣ のほうが長かった (p＜0.001)。
まず, 平日の ｢睡眠時間｣ の平均を学年別に
図13に示した。１年生は9.2時間, ２年生は9.1




















































































一方, 休日の ｢睡眠時間｣ の学年別平均は
(図14) は, １年生が9.4時間, ２年生が9.3時











対象児童の ｢健康状態｣ ｢体力の有無｣ ｢アレ
ルギー疾患の有無｣ は, 子どもの生活時間, 特
に ｢外遊びの時間｣ に影響を及ぼすのではない
かと考えた。さらに, ｢外遊びの時間｣ は ｢テ
レビ視聴時間｣ や ｢睡眠時間｣ にも影響すると
考えた。そこで, まず, 対象児童の ｢健康状態｣
｢体力の有無｣ ｢アレルギー疾患の有無｣ につい
て, 特に学年との関連性を検討した。
調査対象児童の ｢健康状態｣ および ｢体力｣
は ｢普通｣ と答えた者が最も多く, ｢健康状態
が良くない｣ 子どもや ｢体力がない｣ 子どもは
若干名であり, 対象児童の ｢健康状態｣ は概ね
良好であった。しかし, ｢アレルギー疾患｣ に
関しては, 約４割の子どもが症状を有しており,
｢アトピー性皮膚炎｣ ｢鼻炎｣ ｢花粉症｣ が上位
３位を占めていた。｢健康状態｣ との関連では
当然の結果であるが, ｢アレルギー疾患を有さ
ない｣ グループの方が ｢有する｣ グループより,
｢健康状態が良好｣ と答えた者が有意に多かっ
た (p＜0.01)。しかし, ｢アレルギー疾患の有























































































































の ｢家庭学習時間｣ は, １年生および２年生よ
り長かった。
一方, 休日の平均 ｢家庭学習時間｣ は, １年
生が0.6時間, ２年生が0.8時間で, これらの学
年よりも統計的に有意に長く ｢家庭学習｣ をし
ている学年は, ６年生 (1.2時間) であった。
すなわち, ６年生は休日も１年生･２年生より
も長い時間 ｢家庭学習｣ をしていた。また, ４








平日の ｢外遊びの時間｣ の平均は, １年生は
1.7時間, ２年生は1.6時間となっており, １年
生･２年生よりも統計的に有意に短い学年は,
５年生 (1.2時間) と６年生 (1.0時間) であっ
た。４年生 (1.3時間) は１年生よりも有意に
短かった。









平日の平均 ｢睡眠時間｣ は, １年生が9.2時
間, ２年生が9.1時間で, １年生および２年生
より統計的に有意に短い学年は, ４年生 (8.7











休日の ｢睡眠時間｣ では, １年生 (9.4時間)
および２年生 (9.3時間) より統計的に有意に
短い学年は, ５年生 (8.8時間) と６年生 (8.9
時間) であった。











































































間｣ および平日の ｢外遊び時間｣, 平日・休日
の ｢睡眠時間｣ であった。そして, これらのう
子どもの視力と生活環境(Ⅳ) 9
ち平日・休日の ｢家庭学習時間｣ は, １年生＜
４年生＜６年生, 平日 ｢外遊び時間｣ および平












た。逆に, 平日の ｢外遊び時間｣ および平日・








｢学習時間｣ ｢外遊び時間｣ ｢睡眠時間｣ も, 単








学習時間｣ は長くなり, そのために ｢外遊びの













































２.お子様の学年 2 ( ) 年生
３.お子様の性別 3 1.男 2.女
４.お子様の健康状態 4 1.非常に良好 2.普通 3.良くない
５.お子様の体力の有無 5 1.ある方 2.普通 3.ない方
６.お子様の体力に満足していますか 6 1.満足 2.まあまあ 3.不満
７.お子様の視力(保護者が思っている) 7 右目 ( ) 左目 ( )
８.平日のテレビ(テレビゲームを含む)視聴時間 8 約 ( ) 時間
９.休日のテレビ(テレビゲームを含む)視聴時間 9 約 ( ) 時間
10.平日の家庭学習時間(塾も含む) 10 約 ( ) 時間
11.休日の家庭学習時間(塾も含む) 11 約 ( ) 時間
12.平日の放課後の外遊びの時間(運動クラブも含む) 12 約 ( ) 時間
13.休日の外遊びの時間(運動クラブも含む) 13 約 ( ) 時間
14.平日の睡眠時間 14 約 ( ) 時間
15.休日の睡眠時間 15 約 ( ) 時間
16.通学時間 16 約 ( ) 時間
17.お宅では, 平日は一日に何時間くらいテレビをつけまていすか 17 約 ( ) 時間
18.お宅では, 休日は一日に何時間くらいテレビをつけていますか 18 約 ( ) 時間
19.お宅では, 誰が一番長くテレビ(テレビゲームを含む)を視聴しますか 19 1.本人 2.兄弟姉妹 3.両親 4.祖父母
20.住居の近隣に安全な遊び場所はありますか 20 1.有 2.無.
21.お子様にアレルギー症状はありますか 21 1.有 2.無.
22.あれば, 具体的に(アトピー性皮膚炎･花粉症など)お書きください 22 ( ) ( ) ( )
23.本アンケート記入者 23 1.母親 2.父親 3.祖母 4.祖父
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Children’s Vision and Life Environments (Ⅳ)
The relationship between the age of onset of poor eyesight
among schoolchildren and their lifestyles
Hitomi TAKAHASHI
In the “Report of the School Health Statistics” the fact that the number of schoolchildren who have
poor eyesight is increasing is discussed as a problem each year. It is reported that the higher their years
or their school levels are, the greater the number of schoolchildren who have poor eyesight.
The aim of this research is to understand why the number of schoolchildren with poor eyesight in-
creases with age. We tested children’s eyesight and investigated their lifestyle. Then we analyzed the
number of schoolchildren with poor eyesight and the relationship between their lifestyle and their eye-
sight.
Concretely, we considered for each grade four points which may influence their eyesight : how long they
watch TV, how long they study at home, how long they play outside, how long they sleep.
The results of the eyesight tests show that the number of schoolchildren with poor eyesight begins to
increase dramatically at 4th grade and is largest at 6th grade.
As a result of the investigation of their lifestyle, statistically significant differences were found in the
hours they study on weekdays or holidays, the hours they play outside on weekdays, and the hours they
sleep weekdays or holidays. There were significant differences between the lifestyle of 1st or 2nd
grades and that of 4th or 6th grades.
The grades where more schoolchildren get poor eyesight are the grades where schoolchildren study
longer, play outside less, and sleep less.
